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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動通信及び無線ＬＡＮの両方を利用できるデュアルタイプの移動端末を持ち、前記移
動端末が屋内にあるときは無線ＬＡＮにより固定網である第１のネットワークを介して通
信を行い、屋外にあるときは移動網である第２のネットワークを介して移動通信を行うア
プリケーションサーバ制御方法において、
　前記第１あるいは第２のネットワークを介して行われる前記移動端末の最初の登録処理
時及びローミング時に、
　前記第１のネットワークに対応して設けられたＩＭＳ（IP Multimedia Subsystem）が
備えるＳ－ＣＳＣＦ（Serving Call Session Function）から、アクセス種別を表すパラ
メータを記述したヘッダ情報を受信し、
　前記受信されたヘッダ情報に記述されたパラメータをもとに前記移動端末が使用するア
クセス種別を判定し、その判定結果をもとに当該移動端末が前記第１あるいは第２のネッ
トワークのいずれを利用するかを判定し、
　前記第１のネットワークに対応するＩＭＳ（IP Multimedia Subsystem）が備えるＨＳ
Ｓ（Home Subscriber Server）から前記移動端末のユーザ情報を受信し、
　前記受信されたユーザ情報をもとに前記移動端末が前記第１あるいは第２のネットワー
クの利用条件を満たしているか否かを判定し、利用条件を満たしていると判定された場合
に、前記利用すると判定された第１又は第２のネットワークに適した帯域を設定して前記
移動端末と通信を行う
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ことを特徴とするアプリケーションサーバ制御方法。
【請求項２】
　移動通信及び無線ＬＡＮの両方を利用できるデュアルタイプの移動端末が屋内にあると
きは無線ＬＡＮにより固定網である第１のネットワークを介して通信を行い、屋外にある
ときは移動網である第２のネットワークを介して移動通信を行うアプリケーションサーバ
において、
　前記第１あるいは第２のネットワークを介して行われる前記移動端末の最初の登録処理
時及びローミング時に、前記第１のネットワークに対応して設けられたＩＭＳ（IP Multi
media Subsystem）が備えるＳ－ＣＳＣＦ（Serving Call Session Function）から、アク
セス種別を表すパラメータを記述したヘッダ情報を受信する手段と、
　前記受信されたヘッダ情報に記述されたパラメータをもとに前記移動端末が使用するア
クセス種別を判定し、その判定結果をもとに当該移動端末が前記第１あるいは第２のネッ
トワークのいずれを利用するかを判定する手段と、
　前記第１のネットワークに対応するＩＭＳ（IP Multimedia Subsystem）が備えるＨＳ
Ｓ（Home Subscriber Server）から前記移動端末のユーザ情報を受信する手段と、
　前記受信されたユーザ情報をもとに前記移動端末が前記第１あるいは第２のネットワー
クの利用条件を満たしているか否かを判定し、利用条件を満たしていると判定された場合
に、前記利用すると判定された第１あるいは第２のネットワークに適した帯域を設定して
前記移動端末と通信を行う手段と
を具備することを特徴とするアプリケーションサーバ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信網を介して提供するアプリケーションサービスに係り、特にユーザの利
用できる帯域を管理し、ユーザの状況に応じて、ユーザに適したアプリケーションサービ
スを提供するアプリケーションサーバ及びアプリケーションサーバ制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＩＴＵ（International Telecommunication Union：国際電気通信連合）等で検討され
ている次世代ネットワーク（ＮＧＮ：Next Generation Network）は、サービスがＩＰネ
ットワークを経て提供されるネットワークアーキテクチャを想定している。次世代ネット
ワークでは、第三世代の移動ネットワークの標準化団体である３ＧＰＰ（Third Generati
on Partnership Project）で策定されたＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）の採
用を決めており、ＩＭＳを用いたネットワークサービスの提供が検討されている。上記Ｉ
ＭＳは、ＳＩＰ（Session Initiation Protocol：通話制御プロトコル）ベースを用い、
端末間のセッション制御や、登録処理、課金処理等を行うサブシステムであり、例えばMi
ikka Poikselka等の「“The IMS IP Multimedia Concepts and Services in The Mobile 
Domain” John Wiley & Sons,Ltd:2004年発行」により一般に知られている。ＩＭＳの中
では、「登録（Register）」、「契約（Subscribe）」、「通知（notify）」、等ののメ
ッセージのやりとりを実施する。
【０００３】
　一方、近年、固定網、移動網融合（ＦＭＣ：Fixed Mobile Convergence）を行ったサー
ビスについても検討されており、ＩＭＳはＦＭＣサービスを提供する重要な技術と考えら
れている。しかし、現在、固定網では、光ファイバケーブルを用いたＦＴＴＨ（Fiber to
 the Home）のような１００Ｍｂｐｓ程度の広帯域ブロードバンドサービスの提供が可能
であるのに対し、移動通信については、例えばＷ－ＣＤＭＡ（Wideband CDMA）では３８
４ｋｂｐｓ程度の帯域のみしか提供されておらず、その差は最大２６０倍もある状況とな
っている。
【０００４】
　従来のアプリケーションサービスにおいては、ユーザに対して、ユーザが利用できる帯
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域を自動的に認識して最適なサービスを提供するシステムが確立されていない。代替手段
としては、インターネットの画像配信（ストリーミング）等で、ユーザが自分で適当な帯
域を選択してサービスの提供を受けられるようなシステムが考えられている。例えばある
ユーザがＡＤＳＬの８Ｍｂｐｓのサービスをブロードバンドアクセス提供会社と契約した
場合、インターネットの画像配信（ストリーミング）の画面上の選択スイッチを８Ｍｂｐ
ｓに自分で設定するという方法が以前から用いられている。
【０００５】
　また、近年、企業ネットワークのＩＰ化に伴い、Ｗ－ＣＤＭＡと無線ＩＰ電話機の機能
を備えたデュアルモードのモバイルＩＰ電話機を利用し、企業内では上記デュアルモード
のモバイルＩＰ電話機やパーソナルコンピュータ、ＦＡＸ等を使用してＩＰネットワーク
による通信を行い、外出先ではデュアルモードのモバイルＩＰ電話機により携帯網やイン
ターネット網を通じて通信を行うことによって、ＩＰ電話と業務アプリケーションの融合
を図ったシステムが検討されている（例えば、非特許文献１参照。）。
【０００６】
【非特許文献１】沖テクニカルレビュー、２００５年１月／第２０１号Ｖｏｌ．７２Ｎｏ
．１、ｐ．１４－１９（ＩＰ電話／業務アプリケーション融合ソリューション）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　今後、あるユーザが移動通信及び無線ＬＡＮの両方を利用できるようなデュアルタイプ
の移動端末（携帯電話）を持ち、屋外では移動通信を行い、家ではその端末を用いて無線
ＬＡＮで通信するようなＦＭＣサービス（固定網、移動網融合サービス）が普及したよう
な場合、屋外では移動網による３８４ｋｂｐｓ程度の帯域を利用でき、家では固定網によ
る１００Ｍｂｐｓの帯域を利用できるようになる。その状況下でアプリケーションサービ
スを利用する場合、現在の技術では移動通信と固定通信の帯域の違いを知る手段が無く、
現状のままでは、移動端末を家で使用する場合でも屋外の帯域利用を想定したアプリケー
ションサービスの提供になる。すなわち、移動端末を家で使用する場合には、最大１００
Ｍｂｐｓの帯域が利用可能であるのに、十分に利用できないという課題が発生する。
【０００８】
　本発明は上記の課題を解決するためになされたもので、あるユーザが移動通信及び無線
ＬＡＮの両方を利用できるようなデュアルタイプの移動端末を持ち、屋外では移動通信を
行い、屋内ではその端末を用いて無線ＬＡＮで通信する場合に、屋外及び屋内の何れにお
いても適切なサービスを提供可能なアプリケーションサーバ及びアプリケーションサーバ
制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　第１の発明は、移動通信及び無線ＬＡＮの両方を利用できるデュアルタイプの移動端末
を持ち、前記移動端末が屋内にあるときは無線ＬＡＮにより固定網である第１のネットワ
ークを介して通信を行い、屋外にあるときは移動網である第２のネットワークを介して移
動通信を行うアプリケーションサーバ制御方法において、
　前記第１あるいは第２のネットワークを介して行われる前記移動端末の最初の登録処理
時及びローミング時に、上記第１のネットワークに対応して設けられたＩＭＳ（IP Multi
media Subsystem）が備えるＳ－ＣＳＣＦ（Serving Call Session Function）から、アク
セス種別を表すパラメータを記述したヘッダ情報を受信し、この受信されたヘッダ情報に
記述されたパラメータをもとに上記移動端末が使用するアクセス種別を判定し、その判定
結果をもとに当該移動端末が前記第１あるいは第２のネットワークのいずれを利用するか
を判定する。そして、上記第１のネットワークに対応するＩＭＳ（IP Multimedia Subsys
tem）が備えるＨＳＳ（Home Subscriber Server）から上記移動端末のユーザ情報を受信
し、この受信されたユーザ情報をもとに上記移動端末が上記第１あるいは第２のネットワ
ークの利用条件を満たしているか否かを判定し、利用条件を満たしていると判定された場
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合に、上記利用すると判定された第１又は第２のネットワークに適した帯域を設定して上
記移動端末と通信を行うことを特徴とする。
【００１１】
　第２の発明は、移動通信及び無線ＬＡＮの両方を利用できるデュアルタイプの移動端末
が屋内にあるときは無線ＬＡＮにより固定網である第１のネットワークを介して通信を行
い、屋外にあるときは移動網である第２のネットワークを介して移動通信を行うアプリケ
ーションサーバにおいて、
　前記第１あるいは第２のネットワークを介して行われる前記移動端末の最初の登録処理
時及びローミング時に、上記第１のネットワークに対応して設けられたＩＭＳ（IP Multi
media Subsystem）が備えるＳ－ＣＳＣＦ（Serving Call Session Function）から、アク
セス種別を表すパラメータを記述したヘッダ情報を受信し、この受信したヘッダ情報に記
述されたパラメータをもとに上記移動端末が使用するアクセス種別を判定し、その判定結
果をもとに当該移動端末が上記第１あるいは第２のネットワークのいずれを利用するかを
判定する。そして、第１のネットワークに対応するＩＭＳ（IP Multimedia Subsystem）
が備えるＨＳＳ（Home Subscriber Server）から上記移動端末のユーザ情報を受信し、こ
の受信されたユーザ情報をもとに上記移動端末が上記第１あるいは第２のネットワークの
利用条件を満たしているか否かを判定し、利用条件を満たしていると判定された場合に、
上記利用すると判定された第１あるいは第２のネットワークに適した帯域を設定して上記
移動端末と通信を行うことを特徴とする。
【００１２】
　第４の発明は、第３の発明に係るアプリケーションサーバにおいて、移動端末による第
１のネットワーク及び第２のネットワークの利用可能な帯域情報を管理する帯域情報管理
手段と、前記移動端末の移動に従い、前記帯域情報管理手段で管理された帯域情報に基づ
いて前記第１のネットワークあるいは第２のネットワークを介してサービスを提供する手
段とを具備することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、デュアルモードの移動端末によりＦＭＣサービスなどの屋内でも屋外
でも利用できるアプリケーションサービスにおいて、ユーザが屋外、屋内の何れに移動し
た場合であっても、ユーザの状態に応じた適切なサービスを提供することが可能になる。
【００１４】
　また、アプリケーションサーバにより第１のネットワーク及び第２のネットワークの帯
域情報を管理し、移動端末の移動に応じて利用帯域を選択することで、ユーザが屋外、屋
内の何れに移動した場合であっても適切な帯域でサービスを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して本発明の一実施形態を説明する。　
　まず、図１によりＦＭＣサービス（固定網、移動網融合サービス）の例について概略を
説明する。図１は、屋内では固定網によるＦＴＴＨを利用したブロードバンドサービスや
電話を提供し、屋外では移動網配下で携帯電話を利用できる例を示している。
【００１６】
　図１に示すように基地局側には、固定網（Fixed network）１１に対応するアプリケー
ションサーバ（Application server）１２及びＩＭＳ（IP Multimedia Subsystem）１３
が設けられると共に、移動網（Mobile network）１４に対応するアプリケーションサーバ
１５及びＩＭＳ１６が設けられる。
【００１７】
　そして、上記固定網１１は、ＦＴＴＨによるブロードバンド回線例えば光ファイバケー
ブル１７を介して家などの屋内２０に設けられる終端装置例えばＨＧＷ（Home gateway）
２１に接続される。このＨＧＷ２１には、屋内２０で利用する電子機器例えばＰＣ（パー
ソナルコンピュータ）２２、固定電話機２３、アクセスポイント（ＡＰ）２４が接続され
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る。このアクセスポイント２４は、ＨＧＷ２１と屋内２０で使用する移動端末、すなわち
携帯電話機２５との間を中継する。
【００１８】
　上記携帯電話機２５は、例えばＷ－ＣＤＭＡ（Wideband CDMA）による移動通信及び無
線ＬＡＮの両方を利用できるデュアルタイプの移動端末であり、屋内２０に移動してＷ－
ＣＤＭＡが使用できない、または、アクセスポイント２４との通信が可能、すなわち無線
ＬＡＮが使用できる状態となった場合に無線ＬＡＮのモードに自動的に切り替わる。
【００１９】
　上記屋内２０におけるＰＣ２２、固定電話機２３及び携帯電話機２５等の電子機器は、
固定網１１による１００Ｍｂｐｓの帯域を利用して通信を行う。　
　また、携帯電話機２５は、アクセスポイント２４との通信可能範囲外、あるいは通常の
携帯電話を利用できる屋外２６に移動すると、自動的に移動通信モードに切り替わり、例
えばＷ－ＣＤＭＡの機能により移動網１４を通じて３８４ｋｂｐｓの帯域を利用して移動
通信を行う。　
　上記のように携帯電話機２５は、ローミング（Roaming）により固定網１１及び移動網
１４の両方を利用できるようになっている。
【００２０】
　次に、上記図１に示したＦＭＣサービスを実現するためのネットワークアーキテクチャ
（Network Architecture）について、図２を参照して説明する。　
　図２において、３０はアプリケーション層（plane）、４０はコントロール層、５０は
ユーザ層である。　
　上記アプリケーション層３０には、図１に示したように固定網１１に対応するアプリケ
ーションサーバ１２、及び移動網１４に対応するアプリケーションサーバ１５が設けられ
る。
【００２１】
　コントロール層４０には、固定網１１に対応するＩＭＳ１３、及び移動網１４に対応す
るＩＭＳ１６が設けられる。　
　固定網用のＩＭＳ１３を構成する機能としては、主にＰ－ＣＳＣＦ（Proxy CSCF）４１
、Ｉ－ＣＳＣＦ（Interrogating CSCF）４２、Ｓ－ＣＳＣＦ（Serving CSCF（CSCF：Call
 Session Control Function：呼状態制御機能））４３及びＨＳＳ（ホーム加入者サーバ
：加入者データベース機能）４４がある。
【００２２】
　上記Ｐ－ＣＳＣＦ４１は、端末との最初のアクセスポイントとなっている。Ｉ－ＣＳＣ
Ｆ４２は、登録時にＨＳＳ４４にアクセスし、Ｓ－ＣＳＣＦ４３を割り付ける機能を持っ
ている。Ｓ－ＣＳＣＦ４３は、ＳＩＰ（Session Initiation Protocol：通話制御プロト
コル）の登録サーバとしてＨＳＳ４４とのインターフェースを有する。
【００２３】
　また、移動網用のＩＭＳ１６は、固定網用のＩＭＳ１３と同様にＰ－ＣＳＣＦ４６、Ｉ
－ＣＳＣＦ４７、Ｓ－ＣＳＣＦ４８及びＨＳＳ４９の機能を備えている。　
　上記固定網用のＩＭＳ１３と移動網用のＩＭＳ１６との間においては、Ｉ－ＣＳＣＦ４
２、４７を介してデータの送受が行われる。
【００２４】
　ユーザ層５０は、図１に示した固定網１１及び移動網１４からなり、固定網１１及び移
動網１４にそれぞれＩ－ＢＧＦ（Interconnection Border Gateway Function）５１、５
２が設けられる。固定網１１と移動網１４との間におけるデータの送受は、Ｉ－ＢＧＦ５
１、５２を介して行われる。
【００２５】
　そして、上記固定網１１は、図１にて説明したようにＦＴＴＨによる光ファイバケーブ
ル１７を介して屋内２０に設けられるＨＧＷ（Home Gate Way）２１に接続される。この
ＨＧＷ２１には、屋内２０で利用する電子機器例えばＰＣ２２、固定電話機２３、アクセ
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スポイント２４が接続される。このアクセスポイント２４は、屋内２０で使用する携帯電
話機２５とＨＧＷ２１との間を中継する。屋内２０におけるＰＣ２２及び固定電話機２３
は、固定網１１による１００Ｍｂｐｓの帯域を利用して通信を行う。
【００２６】
　携帯電話機２５は、屋内２０で使用する場合、アクセスポイント２４との通信可能範囲
に入ると、自動的に無線ＬＡＮのモードに切り替わり、アクセスポイント２４にアクセス
し、１００Ｍｂｐｓの帯域を利用して通信を行う。すなわち、携帯電話機２５は、アクセ
スポイント２４との通信可能範囲では、ブロードバンドを有効に利用できる固定網側の端
末として利用できる。このとき携帯電話機２５は、固定網１１及びＩＭＳ１３を通じてア
プリケーションサーバ１２にアクセスして必要なデータをダウンロードし、例えばオンラ
インによるゲーム等を行うことができる。また、屋内２０にある携帯電話機２５が屋外２
６の携帯電話機と通話する場合は、固定網１１におけるＩ－ＢＧＦ５１及び移動網１４に
おけるＩ－ＢＧＦ５２を介して行われる。
【００２７】
　そして、携帯電話機２５は、屋外２６に移動し、アクセスポイント２４との通信可能範
囲外になると、自動的に移動通信モードに切り替わり、例えばＷ－ＣＤＭＡの機能により
移動網１４を通じて３８４ｋｂｐｓの狭い帯域を利用して移動通信を行う。このとき携帯
電話機２５は、移動網１４及びＩＭＳ１６を通じてアプリケーションサーバ１５にアクセ
スして必要なデータをダウンロードし、例えばオンラインによるゲーム等を行うことがで
きる。また、携帯電話機２５は、屋外２６から移動網１４、ＩＭＳ１６、ＩＭＳ１３を通
じてアプリケーションサーバ１２にアクセスすることも可能である。
【００２８】
　上記図２に示したネットワークアーキテクチャにおいて、アプリケーションサービスを
利用できるユーザは、アプリケーションサービスを提供している事業者と契約することに
よって利用可能となる。その場合、アプリケーションサービスができるユーザ情報等を予
めＨＳＳ４４、４９に登録し、端末がＳＩＰ登録によるネットワークを利用する際に、ユ
ーザデータがＳ－ＣＳＣＦ４３に割り付けられる。上記ユーザデータは、ユーザが利用で
きるアプリケーションサーバ１２、１５を記述することができる。
【００２９】
　次に、上記図２におけるアプリケーションサーバ１２の動作について、図３に示すタイ
ミングチャートを参照して説明する。図３は、移動端末である携帯電話機２５が最初屋内
２０に位置し、その後、屋外２６に移動する場合を例として示している。
　図３において、第１のネットワークは屋内に対応する固定網１１を示し、第２ネットワ
ークは屋外に対応する移動網１４を示している。固定網１１上には、アプリケーションサ
ーバ（ＡＳ）１２、Ｐ－ＣＳＣＦ４１、Ｉ－ＣＳＣＦ４２、Ｓ－ＣＳＣＦ４３、ＨＳＳ４
４が設けられている。移動網１４側では、Ｐ－ＣＳＣＦ４６のみを示し、その他の機能は
省略している。
【００３０】
　携帯電話機２５が屋内２０に位置している場合、最初に固定網１１にＩＭＳ登録処理が
行われる（ステップＡ１）。このＩＭＳ登録は、ＳＩＰプロトコルを用いて携帯電話機２
５が適当なＳ－ＣＳＣＦ４３に割り付けられる。ＳＩＰプロトコルによる加入者端末の登
録、セッション管理等は、例えば「3GPP TS 24.229“Internet Protocol(IP) multimedia
 call control based on Session Initiation Protocol(SIP) and Session Description 
Protocol(SDP);Stage 3,”v.7.0.0,Jun.2005.」等により従来から一般に知られている技
術であるので、詳細な説明は省略する。
【００３１】
　次に、Ｓ－ＣＳＣＦ４３は、ユーザ、この場合には携帯電話機２５が利用できるアプリ
ケーションサーバ１２の情報を持っているので、アプリケーションサーバ１２に対して利
用の登録処理を行う。この場合、Ｓ－ＣＳＣＦ４３は、先ず、P-Access-network-info he
aderをアプリケーションサーバ１２に通知する（ステップＡ２）。上記P-Access-network
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-info headerは、ＳＩＰプロトコルにおいて、アクセス網で提供されるサービスの情報を
端末で記述する情報であり、パラメータとして“access-type”（アクセスしている無線
ネットワークに使用されている技術種別）及び“access-info”（アクセスしている無線
ネットワークの無線セルＩＤ等：アクセス種別のＩＤ）を含んでいる。
【００３２】
　なお、上記P-Access-network-info headerは、例えば「M.Garcia-Martin et al.,Priva
te Header(P-Header) Extensions to the Session Initiation Protocol(SIP) for the 3
rd-Generation Partnership Project(3GPP),”IETF RFC3455, Jan. 2003.」等により、従
来から一般に知られている。
【００３３】
　そして、ここでは、第１のネットワークにおける固定網１１のアクセス回線をＦＴＴＨ
と仮定し、Ｓ－ＣＳＣＦ４３からP-Access-network-info headerのアクセス種別として“
ＦＴＴＨ”をアプリケーションサーバ１２に通知する。アプリケーションサーバ１２は、
上記P-Access-network-info headerによりアクセス種別が“ＦＴＴＨ”であることを確認
し、更にＨＳＳ４４に問い合わせを行い（ステップＡ３）、ＨＳＳ４４からユーザ情報を
ダウンロードする（ステップＡ４）。
【００３４】
　アプリケーションサーバ１２は、ＨＳＳ４４からダウンロードした情報に基づいてユー
ザがＦＭＣ（固定網、移動網融合）利用者か否か等を確認し、ユーザが第１のネットワー
ク、すなわち固定網１１の使用条件を満たしていれば、ＯＫのメッセージをＳ－ＣＳＣＦ
４３へ通知する（ステップＡ５）。
　以上の処理により、ＦＴＴＨ用のアプリケーションサービスが携帯電話機２５に提供可
能になる（ステップＡ６）。すなわち、ＦＴＴＨに適した帯域例えば１００Ｍｂｐｓでの
アプリケーションサーバ１２上のサービスを携帯電話機２５に提供できることになる。上
記アプリケーションサーバ１２の構成及び処理については詳細を後述する。
【００３５】
　次に、携帯電話機２５が屋内２０から屋外２６に移動すると、ＩＭＳローミング機能を
用いて第２のネットワークである屋外の移動網１４で利用できるようになる。この場合、
携帯電話機２５は、移動網１４に存在するＰ－ＣＳＣＦ４６及びＩ－ＣＳＣＦ４７を経由
し、第１ネットワークの固定網１１におけるＩ－ＣＳＣＦ４２、Ｓ－ＣＳＣＦ４３、ＨＳ
Ｓ４４に対し、上記ステップＡ１と同様の処理によりＩＭＳ登録処理を行う（ステップＡ
７）。これにより携帯電話機２５は、Ｓ－ＣＳＣＦ４３にユーザ登録され、移動前と同様
にアプリケーションサービスの利用が可能になる。
【００３６】
　しかし、屋外２６におけるアクセス手段は、Ｗ－ＣＤＭＡのような電波を利用したもの
になるため、帯域が固定網１１に非常に狭いものとなる。従って、移動前におけるアプリ
ケーションサーバ１２のサービスが提供されても、帯域が急激に少なくなる影響を受けて
しまい、最悪、サービスの提供が不可能になる恐れがある。このため、ＩＭＳローミング
時に、再びＳ－ＣＳＣＦ４３から登録しているアプリケーションサーバ１２にP-Access-n
etwork-info headerを通知する（ステップＡ８）。ここでは、仮に第２ネットワークの移
動網アクセス回線をＷ－ＣＤＭＡとし、P-Access-network-info headerのアクセス種別と
して“３ＧＰＰ－ＵＴＬＡＮ－ＦＤＤ”をアプリケーションサーバ１２に通知する。
【００３７】
　なお、上記アクセス種別の“３ＧＰＰ－ＵＴＬＡＮ－ＦＤＤ”は、
　　３ＧＰＰ：Third Generation Partnership Project
　　ＵＴＬＡＮ：UMTS Terrestrial Radio Access Network
　　ＦＤＤ：Frequency Division Duplex
である。
【００３８】
　アプリケーションサーバ１２は、上記P-Access-network-info headerによりアクセス種
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別が“３ＧＰＰ－ＵＴＬＡＮ－ＦＤＤ”であることを確認し、更にＨＳＳ４４に問い合わ
せを行い（ステップＡ９）、ＨＳＳ４４からユーザ情報をダウンロードする（ステップＡ
１０）。
【００３９】
　アプリケーションサーバ１２は、ＨＳＳ４４からダウンロードした情報に基づいてユー
ザがＦＭＣ（固定網、移動網融合）利用者か否か等を確認し、ユーザが第１のネットワー
ク、すなわち移動網１４の使用条件を満たしていれば、ＯＫのメッセージをＳ－ＣＳＣＦ
４３へ通知する（ステップＡ１１）。
　以上の処理により、Ｗ－ＣＤＭＡ用のアプリケーションサービスが携帯電話機２５に対
して提供可能になる（ステップＡ１２）。すなわち、Ｗ－ＣＤＭＡに適した帯域例えば３
８４ｋｂｐｓでのアプリケーションサーバ１２上のサービスを携帯電話機２５に提供でき
ることになる。
【００４０】
　上記携帯電話機２５が屋内２０と屋外２６との間を移動する毎に、上記した処理が繰り
返して実行され、携帯電話機２５が使用する通信網に適した帯域によりアプリケーション
サーバ１２上のサービスが提供される。
　次に、上記アプリケーションサーバ１２の詳細な構成及び処理について、図４及び図５
を参照して説明する。図４はアプリケーションサーバ１２の構成例を示すブロック図、図
５はアプリケーションサーバ１２における帯域制御部の処理動作を示すフローチャートで
ある。
【００４１】
　アプリケーションサーバ１２は、図４に示すようにアプリケーション部６１及びサービ
ス個別部６２により構成される。アプリケーション部６１は、各種サービスを提供するた
めの複数のアプリケーションを備えている。
　サービス個別部６２には、帯域制御部６２１、ストリーミング制御部６２２、コールコ
ントロール部６２３、位置情報記憶部６２４、プレゼンス部６２５、ＳＩＰ（通話制御プ
ロトコル）６２６、通信制御プロトコル６２７等が設けられる。
【００４２】
　上記ＳＩＰ６２６は、ＳＩＰインターフェース（ＩＳＣ）７１を介してＳ－ＣＳＣＦ４
３に接続される。また、通信制御プロトコル６２７は、インターフェース７２を介してＨ
ＳＳ４４に接続される。
　そして、上記アプリケーションサーバ１２は、図３に示すタイミングチャートにおいて
、Ｓ－ＣＳＣＦ４３からP-Access-network-info headerの情報が送られてきた際、帯域制
御部６２１により、Ｓ－ＣＳＣＦ４３及びＨＳＳ４４に対する処理（ステップＡ３～Ａ５
、ステップＡ９～Ａ１１）を実行する。
【００４３】
　以下、上記帯域制御部６２１の処理動作について、図５に示すフローチャートを参照し
て説明する。　
　Ｓ－ＣＳＣＦ４３は、携帯電話機２５の利用をアプリケーションサーバ１２に登録する
場合、P-Access-network-info headerをアプリケーションサーバ１２に通知する（ステッ
プＢ１）。すなわち、Ｓ－ＣＳＣＦ４３は、P-Access-network-info headerにより、固定
網１１のアクセス種別を示す“ＦＴＴＨ”あるいは移動網１４のアクセス種別を示す“３
ＧＰＰ－ＵＴＬＡＮ－ＦＤＤ”をアプリケーションサーバ１２に通知する。
【００４４】
　アプリケーションサーバ１２の帯域制御部６２１は、Ｓ－ＣＳＣＦ４３から送られてく
るP-Access-network-info headerを受信すると、ＨＳＳ４４に問い合わせを行い、ＨＳＳ
４４からユーザ情報をダウンロードする（ステップＢ２）。
【００４５】
　帯域制御部６２１は、ＨＳＳ４４からダウンロードした情報に基づいてユーザがＦＭＣ
（固定網、移動網融合）利用者か否か等を判定し（ステップＢ３）、ＦＭＣ利用者でなけ
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れば、その後の処理は行わない（ステップＢ４）。
　帯域制御部６２１は、ユーザがＦＭＣ利用者であった場合は、上記P-Access-network-i
nfo headerの情報からアクセス種別（access-type）が“ＦＴＴＨ”であるか、“３ＧＰ
Ｐ－ＵＴＬＡＮ－ＦＤＤ”であるかを確認し（ステップＢ５）、固定網１１を利用するの
か、移動網１４を利用するのかを判定する（ステップＢ６）。上記判定の結果、固定網１
１を利用する場合であれば固定ブロードバンドの利用をアプリケーション部６１に通知し
（ステップＢ７）、移動網１４を使用する場合であれば移動通信の利用をサービス個別部
６２に通知する（ステップＢ８）。
【００４６】
　その後、アプリケーションサーバ１２は、図３で説明したようにＯＫのメッセージをＳ
－ＣＳＣＦ４３へ通知し、ＦＴＴＨ用アプリケーションサービスの提供、あるいはＷ－Ｃ
ＤＭＡ用アプリケーションサービスの提供が可能になる。
【００４７】
　図６は、図３ないし図５で説明したサービス例を示したものである。　
　携帯電話機２５を屋内２０で使用する場合には、固定網１１による１００Ｍｂｐｓの広
帯域を利用して通信を行うことが可能となる。この結果、携帯電話機２５と大画面を有す
る端末８１とのデータローミングにより、大画面の端末８１で利用できるような広帯域を
必要とするアプリケーションサービス、例えばオンラインゲーム等のアプリケーションサ
ービスを利用することができる。
【００４８】
　また、携帯電話機２５を屋外２６で使用する場合には、ＦＭＣローミングによって、携
帯電話機２５のような小さい画面に適したアプリケーションサービス、例えば３８４ｋｂ
ｐｓ程度の帯域が制限されたアプリケーションサービスを利用することができる。例えば
オンラインゲームであっても、携帯電話機２５のような小さい画面の場合には、アプリケ
ーションサービスの帯域を制限することが可能であり、移動網１４による狭い帯域を利用
して適切なサービスを受けることができる。
【００４９】
　以上説明したように上記実施形態によれば、デュアルモードの携帯電話機２５によりＦ
ＭＣサービスなどの屋内でも屋外でも利用できるアプリケーションサービスにおいて、ユ
ーザが屋外、屋内の何れに移動した場合であっても、ユーザの状態に応じた適切なサービ
スを提供することが可能になる。
【００５０】
　また、アプリケーションサーバ１２により第１のネットワークである固定網１１及び第
２のネットワークである移動網１４の帯域情報を管理し、携帯電話機２５の移動に応じて
利用帯域を選択することで、ユーザが屋外、屋内の何れに移動した場合であっても適切な
帯域でサービスを提供することができる。すなわち、携帯電話機２５が屋内２０で固定網
１１を利用する場合には、ＦＴＴＨに適した帯域例えば１００Ｍｂｐｓでのアプリケーシ
ョンサーバ１２上のサービスを提供でき、また、携帯電話機２５が屋外２６に移動して移
動網１４を利用する場合は、Ｗ－ＣＤＭＡに適した帯域例えば３８４ｋｂｐｓでのアプリ
ケーションサーバ１２上のサービスを提供することができる。
【００５１】
　なお、本発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその
要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できるものである。また、上記実施形
態に開示されている複数の構成要素の適宜な組合せにより種々の発明を形成できるもので
ある。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本発明の一実施形態に係るＦＭＣサービスの例について概略を説明するための図
である。
【図２】同実施形態におけるＦＭＣサービスを実現するためのネットワークアーキテクチ
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ャを示す図である。
【図３】同実施形態において、携帯電話機が固定網と移動網間を移動する場合のアプリケ
ーションサービスの切替え動作を説明するためのタイミングチャートである。
【図４】同実施形態におけるアプリケーションサーバの構成例を示すブロック図である。
【図５】同実施形態におけるアプリケーションサーバ内の帯域制御部の動作を示すフロー
チャートである。
【図６】同実施形態におけるサービス例を示す図である。
【符号の説明】
【００５３】
　１１…固定網、１２、１５…アプリケーションサーバ、１３、１６…ＩＭＳ、１４…移
動網、１７…光ファイバケーブル、２０…屋内、２１…ＨＧＷ、２２…ＰＣ（パーソナル
コンピュータ）、２３…固定電話機、２４…アクセスポイント、２５…携帯電話機、２６
…屋外、３０…アプリケーション層、４０…コントロール層、４１、４６…Ｐ－ＣＳＣＦ
、４２、４７…Ｉ－ＣＳＣＦ、４３、４８…Ｓ－ＣＳＣＦ、４４、４９…ＨＳＳ、５０…
ユーザ層、５１．５２…Ｉ－ＢＧＦ、６１…アプリケーション部、６２…サービス個別部
、７１…ＳＩＰインターフェース、７２…インターフェース、８１…大画面の端末、６２
１…帯域制御部、６２２…ストリーミング制御部、６２３…コールコントロール部、６２
４…位置情報記憶部、６２５…プレゼンス部、６２６…ＳＩＰ、６２７…通信制御プロト
コル。

【図１】 【図２】



(11) JP 4585443 B2 2010.11.24

【図３】 【図４】

【図５】

【図６】
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